
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※児童名紹介 省略 

 

 

例年、市の文化会館で開催されている美術展

ですが、今年度は、改修工事のため境総合文化

センターで開催されました。展示ロビーから小

ホールまで市内の小中学生の代表作品が飾られ

ました。力作ばかりの絵画や立体作品が所狭し

と並び、鑑賞されていた人たちからは、あちら

こちらで感嘆の声が上がっていました。 

 ２学期が終了しました。今学期も保護者、地域の皆様には、大変お世話になりました。

最後の週に入り、５・６年生がインフルエンザによる学年閉鎖になってしまいましたが、

２学期には、運動会や校外学習、マラソン大会等たくさんの行事がありました。一つ一つ

の行事を終えるたびに、子どもたちは、素晴らしい成長の姿を見せ、とても頼もしく感じ

られました。明日から冬休みです。年末年始になるこの休みは、１年を振り返り、心を新

たにがんばろうとする意識を持つ大切な時です。特に来年は、「平成」が終わり新しい元号

にかわる大きな節目の年となります。子どもたちにも、これまでの取組を振り返り、新た

な抱負をしっかりと持ってほしいと願っています。有意義な冬休みを過ごせるようご協

力、よろしくお願いします。 

３～６年生 書初め練習！ 
 毎年、この時期には、新年の書初め展を

迎えるにあたり、３年生が習字の指導で

お世話になっている小此木の天田先生よ

り、４・５・６年生も含め、書初め練習の

指導をしていただいています。条幅の大

きな半紙に書くことの難しさの中で、子 

 

みなさん、良い年をお迎えください！ 

№１１ 
平成３０年 

１２月２１日 

【冬休み号】 

伊勢崎市幼小中学校 
美術展が開催されました！ 

どもたちが少しでも上手に書けるようにと、文字を書くお手

本を見せてくださり、文鎮を置く位置や墨汁の量、筆遣い等

いろいろな指導の工夫を図ってくださっています。 

（１２月８ 

～１０日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域（小中合同）学校保健委員会 実施！（１２月１２日） 
 今年度２回目の学校保健委員会を、小中合同で境西中学

校の図書室を会場として実施しました。今回のテーマは、

「望ましい生活習慣（睡眠）について考えよう」です。境

西中の生徒会や保健委員、境剛志小の代表委員や保健委員

が協力して、それぞれの調査結果や取り組んでいることを

発表し合い、どうしたらみんなが「早寝早起き」を実践で

きるかを協議しました。そこで、毎日を計画的に過ごすこ

とが大切であることなどの活発な意見が出されました。 

学期末・年末の大掃除！ 
 ２学期も残すところあと１週間となったところで、

全校で大掃除をしました。子どもたちは、教室の机や

椅子などを全部廊下に運び出し、お世話になっている

校舎の隅々まできれいに掃いたり雑巾がけをしたり

しました。最後に職員が教室にワックスがけをして仕

上げました。気持ちよく新年が迎えられそうです。 

交通事故に注意！ 

冬休みには、クリスマスやお正月など出か

ける機会も多く、何となくみんなウキウキし

ています。そんな時は、周りに注意がいかな

くなり、交通事故も起こりやすいものです。

子どもたちの交通事故の原因で一番多いの

が、「飛び出し」だそうです。常に落ち着い

た行動に心がけ、ルールを守って交通事故に

遭わないように注意しましょう。 

家族で囲む食卓は、心と体の栄養！ 

年末年始は、日頃忙しい家族が集まり、ゆ

っくり食卓を囲んで、話し合いのできる機

会です。今年一年を振り返ったり、将来の夢

や新しい年への抱負を話し合ったり・・・。

たくさんの話題で食卓を盛り上げ、家族の

絆を深めましょう。 

教室の机や椅子を全部廊下に出して・・・。 

親子人権教育講演会の開催！ 
 演題：「共に生きる」 
 講師：西川昌徳（自転車冒険家他） 

 世界各地を自転車で旅してきた経験をもとに、各

国で出会った人々から学んだこと、いただいた気付

きを今度は誰かに伝えようと、現在も旅を続けてい

るそうです。 
（エピソード…医者がいないため沢山の人が亡くなるという町に住むネパ
ールで出会った小３の女の子は、医者になりたいと一生懸命勉強している。

鉛筆とノートしかもっていないので、消す時には、指。薄い１冊のノートが
終わった時にだけ、先生に消しゴムを借りて最初から全部消し、またそのノ
ートを使う…そんな女の子を見て西川さんは、自分が小学校の時に消しゴム

をちぎって投げて遊んでいたことに心がハッとしたそうです。 

チャレンジではなく、つまみ食いのつもりで新し

いことを気軽にやってみよう－君の人生はどんな

絵になる？－と話してくれました。 


